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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年10月11日(2018.10.11)

【公開番号】特開2017-55360(P2017-55360A)
【公開日】平成29年3月16日(2017.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2017-011
【出願番号】特願2015-180065(P2015-180065)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/367    (2011.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/34     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月29日(2018.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素群を含み、画素群の各画素が複数の光電変換素子を含む撮像素子と、
　前記複数の光電変換素子のうち一部の光電変換素子からの信号を第１信号として読み出
すための読み出し動作と、前記複数の光電変換素子からの信号を混合して画像信号として
読み出すための読み出し動作を、複数の画素群に対して行う読み出し手段と、
　記読み出し手段によって前記光電変換素子から信号が読み出されたときに前記画像信号
は欠陥とならず前記第１信号が欠陥となる画素群を示すデータである欠陥データに基づい
て、欠陥となる画素群から読み出された前記第１信号を補正する補正手段と、
　前記補正手段により補正された前記第１信号と、前記画像信号と、を含む１つの画像フ
ァイルを生成する生成手段と、
を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記欠陥データは、光電変換素子の信号を出力する指示を出すための信号線の欠陥に起
因した欠陥が生じる画素群を示すデータであることを特徴とする請求項１に記載の撮像装
置。
【請求項３】
　前記生成手段により生成される画像ファイルを記録媒体に記録する記録手段を有し、
　前記生成手段は、前記画像ファイルにさらに前記欠陥データを含むことを特徴とする請
求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記欠陥データを予め記憶する記憶手段を有することを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
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　前記画像信号および前記第１信号を用いて第２信号を生成する生成手段と、
　前記第１信号と前記第２信号とに基づいて相関演算を行う演算手段と、を有し、
　前記演算手段は、複数の前記第１信号のうち前記欠陥データの示す、欠陥となっている
第１信号は用いずに前記演算を行うことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記
載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像素子は、前記各画素に含まれる複数の光電変換素子が、撮像光学系の異なる射
出瞳を通過した光束をそれぞれ受光することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項
に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記補正手段は、前記欠陥データに基づいて、欠陥となる画素群から読み出された前記
第１信号を、該画素群の周辺に位置する画素の信号を用いた補間によって補正することを
特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記補正手段は、記録媒体に記録する画像を撮像するための本露光の撮像指示に応じて
得られる前記第１信号に対して、前記補正を行うことを特徴とする請求項１乃至７のいず
れか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記演算手段は、記録媒体に記録する画像を撮像するための本露光の撮像指示より前に
得られる前記第１信号及び前記画像信号に対して前記相関演算を行うことを特徴とする請
求項５に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記画像ファイルは、ＴＩＦＦ画像ファイルであることを特徴とする請求項１乃至９の
いずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記画像ファイルは、前記第１信号に対応するＩＦＤ部を前記画像ファイルの複数のＩ
ＦＤ部の最後尾に持ち、
　前記第１信号のデータを前記画像ファイルの画像データ部の最後尾にもつことを特徴と
する請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記画像ファイルは、ＴＩＦＦ画像ファイルであり、
　前記欠陥データは、前記第１信号に対応するＩＦＤ部に記録されることを特徴とする請
求項３に記載の撮像装置。
【請求項１３】
　前記記録媒体に記録された画像ファイルから前記画像信号及び前記第１信号を復号する
復号手段と、
　前記復号手段により復号された前記第１信号の前記欠陥を、前記補正手段よりも高精度
に補正する復号時補正手段と、
を有することを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記復号時補正手段により補正された前記第１信号と前記画像信号とを画像処理する画
像処理手段と、
　前記画像処理手段による画像処理は、仮想的な像面に焦点位置を移動させた画像信号を
生成するリフォーカス処理であることを特徴とする請求項１３に記載の撮像装置。
【請求項１５】
　前記復号時補正手段により補正された前記第１信号と前記画像信号とを画像処理する画
像処理手段と、
　前記画像処理手段による画像処理は、仮想的な視点からの仮想視点画像を生成する画像
処理であることを特徴とする請求項１３に記載の撮像装置。
【請求項１６】
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　前記記録媒体に記録された画像ファイルから前記画像信号及び前記第１信号を復号する
復号手段と、
　前記復号手段で復号された前記第１信号と前記画像信号とを画像処理する画像処理手段
と、
　前記画像処理手段による画像処理は、仮想的な像面に焦点位置を移動させた画像信号を
生成するリフォーカス処理であることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記
載の撮像装置。
【請求項１７】
　前記記録媒体に記録された画像ファイルから前記画像信号及び前記第１信号を復号する
復号手段と、
　前記復号手段で復号された前記第１信号と前記画像信号とを画像処理する画像処理手段
と、
　前記画像処理手段による画像処理は、仮想的な視点からの仮想視点画像を生成する画像
処理であることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１８】
　複数の画素群を含み、画素群の各画素が複数の光電変換素子を含む撮像素子を有する撮
像装置の制御方法であって、
　前記複数の光電変換素子のうち一部の光電変換素子からの信号を第１信号として読み出
すための読み出し動作を複数の画素群に対して行う第１の読み出しステップと、
　前記複数の光電変換素子からの信号を混合して画像信号として読み出すための読み出し
動作を、複数の画素群に対して行う第２の読み出しステップと、
　前記第１及び第２の読み出しステップにて前記光電変換素子から信号が読み出されたと
きに前記画像信号は欠陥とならず前記第１信号が欠陥となる画素群を示すデータである欠
陥データに基づいて、欠陥となる画素群から読み出された前記第１信号を補正する補正ス
テップと、
　前記補正ステップにて補正された前記第１信号と、前記画像信号と、を含む１つの画像
ファイルを生成する生成ステップと、
を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１９】
　コンピュータを、請求項１乃至１７に記載の撮像装置の各手段として機能させるプログ
ラム。
【請求項２０】
　コンピュータを、請求項１乃至１７に記載の撮像装置の各手段として機能させるプログ
ラムが記憶されたコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２１】
　複数の画素群を含み、画素群の各画素が複数の光電変換素子を含む撮像素子から得られ
る信号であって、前記複数の光電変換素子のうち一部の光電変換素子からの第１信号と、
前記複数の光電変換素子からの信号を混合して得られる画像信号と、前記画像信号は欠陥
とならず前記第１信号が欠陥となる画素群を示すデータである欠陥データとを含む画像フ
ァイルを取得する取得手段と、
　前記画像ファイルから前記画像信号及び前記第１信号を復号する復号手段と、
　前記復号手段により復号された前記第１信号の前記欠陥を、前記欠陥データに基づいて
補正する復号時補正手段と、
　前記復号時補正手段により補正された前記第１信号と前記画像信号とを画像処理する画
像処理手段と、を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２２】
　前記欠陥データは、光電変換素子の信号を出力する指示を出すための信号線の欠陥に起
因した欠陥が生じる画素群を示すデータであることを特徴とする請求項２１に記載の撮像
装置。
【請求項２３】
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　前記復号手段により復号された前記第１信号のうち欠陥のある第１信号を用いずに相関
演算を行う演算手段を有することを特徴とする請求項２１または２２に記載の画像処理装
置。
【請求項２４】
　前記画像処理手段による画像処理は、仮想的な像面に焦点位置を移動させた画像信号を
生成するリフォーカス処理であることを特徴とする請求項２１乃至２３のいずれか１項に
記載の画像処理装置。
【請求項２５】
　前記画像処理手段による画像処理は、仮想的な視点からの仮想視点画像を生成する画像
処理であることを特徴とする請求項２１乃至２４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項２６】
　複数の画素群を含み、画素群の各画素が複数の光電変換素子を含む撮像素子から得られ
る信号であって、前記複数の光電変換素子のうち一部の光電変換素子からの第１信号と、
前記複数の光電変換素子からの信号を混合して得られる画像信号と、前記画像信号は欠陥
とならず前記第１信号が欠陥となる画素群を示すデータである欠陥データとを処理する画
像処理装置の制御方法であって、
　前記画像信号及び前記第１信号を復号する復号ステップと、
　前記復号ステップにて復号された前記第１信号の前記欠陥を、前記欠陥データに基づい
て補正する復号時補正ステップと、
　前記復号時補正ステップにて補正された前記第１信号と前記画像信号とを画像処理する
画像処理ステップと、を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項２７】
　コンピュータを、請求項２１乃至２５に記載の画像処理装置の各手段として機能させる
プログラム。
【請求項２８】
　コンピュータを、請求項２１乃至２５に記載の画像処理装置の各手段として機能させる
プログラムが記憶されたコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２９】
　複数の画素群を含み、画素群の各画素が複数の光電変換素子を含む光電変換素子ごとに
読み出し可能な撮像素子と、
　前記複数の光電変換素子のうち一部の光電変換素子からの信号を第１信号として読み出
すための読み出し動作と、前記複数の光電変換素子からの信号を混合して画像信号として
読み出すための読み出し動作を、複数の画素群に対して行う読み出し手段と、
　記読み出し手段によって前記光電変換素子から信号が読み出されたときに前記画像信号
は欠陥とならず前記第１信号が欠陥となる画素群を示すデータである欠陥データと、前記
第１信号と、前記画像信号と、を含む１つの画像ファイルを生成する生成手段と、
を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項３０】
　複数の画素群を含み、画素群の各画素が複数の光電変換素子を含む撮像素子を有する撮
像装置の制御方法であって、
　前記複数の光電変換素子のうち一部の光電変換素子からの信号を第１信号として読み出
すための読み出し動作を複数の画素群に対して行う第１の読み出しステップと、
　前記複数の光電変換素子からの信号を混合して画像信号として読み出すための読み出し
動作を、複数の画素群に対して行う第２の読み出しステップと、
　前記第１及び第２の読み出しステップにて前記光電変換素子から信号が読み出されたと
きに前記画像信号は欠陥とならず前記第１信号が欠陥となる画素群を示すデータである欠
陥データと、前記第１信号と、前記画像信号と、を含む１つの画像ファイルを生成する生
成ステップと、
を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、複数の画素群を含み、画素群の各画
素が複数の光電変換素子を含む撮像素子と、前記複数の光電変換素子のうち一部の光電変
換素子からの信号を第１信号として読み出すための読み出し動作と、前記複数の光電変換
素子からの信号を混合して画像信号として読み出すための読み出し動作を、複数の画素群
に対して行う読み出し手段と、記読み出し手段によって前記光電変換素子から信号が読み
出されたときに前記画像信号は欠陥とならず前記第１信号が欠陥となる画素群を示すデー
タである欠陥データに基づいて、欠陥となる画素群から読み出された前記第１信号を補正
する補正手段と、前記補正手段により補正された前記第１信号と、前記画像信号と、を含
む１つの画像ファイルを生成する生成手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、本発明の画像処理装置は、複数の画素群を含み、画素群の各画素が複数の光電変
換素子を含む撮像素子から得られる信号であって、前記複数の光電変換素子のうち一部の
光電変換素子からの第１信号と、前記複数の光電変換素子からの信号を混合して得られる
画像信号と、前記画像信号は欠陥とならず前記第１信号が欠陥となる画素群を示すデータ
である欠陥データとを含む画像ファイルを取得する取得手段と、前記画像ファイルから前
記画像信号及び前記第１信号を復号する復号手段と、前記復号手段により復号された前記
第１信号の前記欠陥を、前記欠陥データに基づいて補正する復号時補正手段と、前記復号
時補正手段により補正された前記第１信号と前記画像信号とを画像処理する画像処理手段
と、を有することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明の画像処理装置の制御方法は、複数の画素を含み、各画素が複数の光電変
換素子を含む撮像素子から得られる信号であって、前記複数の光電変換素子のうち一部の
光電変換素子からの第１信号と、前記複数の光電変換素子からの信号を混合して得られる
画像信号と、前記画像信号は欠陥とならず前記第１信号が欠陥となる画素群を示すデータ
である欠陥データとを処理する画像処理装置の制御方法であって、前記画像信号及び前記
第１信号を復号する復号ステップと、　前記復号ステップにて復号された前記第１信号の
前記欠陥を、前記欠陥データに基づいて補正する復号時補正ステップと、前記復号時補正
ステップにて補正された前記第１信号と前記画像信号とを画像処理する画像処理ステップ
と、を有することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
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　また、本発明の画像処理装置の制御方法は、複数の画素群を含み、画素群の各画素が複
数の光電変換素子を含む撮像素子から得られる信号であって、前記複数の光電変換素子の
うち一部の光電変換素子からの第１信号と、前記複数の光電変換素子からの信号を混合し
て得られる画像信号と、前記画像信号は欠陥とならず前記第１信号が欠陥となる画素群を
示すデータである欠陥データとを処理する画像処理装置の制御方法であって、前記画像信
号及び前記第１信号を復号する復号ステップと、前記復号ステップにて復号された前記第
１信号の前記欠陥を、前記欠陥データに基づいて補正する復号時補正ステップと、前記復
号時補正ステップにて補正された前記第１信号と前記画像信号とを画像処理する画像処理
ステップと、を有することを特徴とする。
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